
専
門
的
知
識
等
を
有
す
る
有
期
雇
用
労
働
者
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
八
日

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
民
事
上
の
ル
ー
ル
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
無
期
転
換
ル
ー
ル
に
つ
い
て
行
政
の
関
与
の
下
に
特
例
を
定
め
る
こ
と
は
あ

く
ま
で
例
外
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
特
例
の
対
象
と
な
る
専
門
的
知
識
等
を
有
す
る
有
期
雇
用
労
働
者
の
具
体
的
要
件
に
つ

い
て
は
、
無
期
転
換
ル
ー
ル
に
よ
る
労
働
者
保
護
の
趣
旨
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
慎
重
に
検
討
を
行
う
と
と
も

に
、
労
使
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
た
上
で
決
定
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
特
に
年
収
要
件
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
労
働
者
の
賃

金
水
準
と
比
較
し
て
相
当
程
度
を
超
え
る
額
に
設
定
す
る
こ
と
。

二
、
専
門
的
知
識
等
を
有
す
る
有
期
雇
用
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
本
法
の
特
例
の
対
象
と
な
る
こ
と
で
、
本
来
全
て
の
労
働
者

に
等
し
く
保
障
さ
れ
る
べ
き
無
期
転
換
申
込
権
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
鑑
み
、
そ
の
処
遇
及
び
雇
用
管
理
に
つ
い
て
は
、
契

約
締
結
時
の
年
収
水
準
以
外
の
社
会
保
険
、
諸
手
当
、
福
利
厚
生
、
企
業
内
職
業
訓
練
等
に
つ
い
て
も
、
一
般
の
労
働
者
と

の
均
衡
を
考
慮
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
認
定
事
業
主
に
対
し
周
知
徹
底
を
行
う
こ
と
。



三
、
専
門
的
知
識
等
を
有
す
る
有
期
雇
用
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
特
定
有
期
業
務
の
期
間
中
の
雇
用
の
安
定
や
、
労
働
契
約
法

第
十
九
条
の
趣
旨
も
踏
ま
え
て
、
合
理
的
な
理
由
の
な
い
雇
止
め
を
回
避
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
旨
、
認
定
事
業
主
に
対
し

周
知
徹
底
す
る
こ
と
。

四
、
特
定
有
期
雇
用
労
働
者
の
雇
用
管
理
に
関
す
る
措
置
に
つ
い
て
の
計
画
の
認
定
手
続
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
に
過
大
な
負

担
が
生
じ
な
い
よ
う
簡
素
な
仕
組
み
と
す
る
と
と
も
に
、
労
働
者
の
意
見
が
そ
の
計
画
に
適
切
に
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
に
つ

い
て
十
分
な
検
討
を
行
う
こ
と
。

五
、
基
本
指
針
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け
た
就
労
支
援
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
有
期
雇
用
労
働
者
の
育
児
休
業
取
得
率
が
い
ま
だ
低
い
状
況
に
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
雇
用
管
理
に
関
す
る
措
置
の
内
容

に
関
す
る
事
項
と
し
て
、
特
例
の
対
象
と
な
る
女
性
有
期
雇
用
労
働
者
の
産
前
産
後
休
業
及
び
育
児
休
業
の
取
得
が
促
進
で

き
る
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
よ
う
検
討
す
る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
女
性
有
期
雇
用
労
働
者
に
対
す
る
妊
娠
、

出
産
、
育
児
休
業
取
得
等
を
理
由
と
す
る
雇
止
め
の
実
態
に
つ
い
て
、
十
分
な
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
適
切
な

対
応
策
を
遅
滞
な
く
講
ず
る
こ
と
。

六
、
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
本
格
的
な
適
用
開
始
に
向
け
て
、
労
働
者
及
び
事
業
主
双
方
へ
の
周
知
、
相
談
体
制
の
整
備
等
に
万



全
を
期
す
と
と
も
に
、
無
期
転
換
申
込
権
発
生
を
回
避
す
る
た
め
の
雇
止
め
を
防
止
す
る
た
め
、
実
効
性
あ
る
対
応
策
を
講

ず
る
こ
と
。
特
に
、
六
十
歳
未
満
か
ら
有
期
労
働
契
約
を
反
復
更
新
し
て
お
り
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
に
お
け
る
高
年
齢

者
雇
用
確
保
措
置
の
対
象
外
と
な
る
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
無
期
転
換
ル
ー
ル
に
よ
り
雇
用
の
安
定
が
図
ら
れ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
十
分
留
意
す
る
こ
と
。

七
、
高
年
齢
者
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
が
継
続
雇
用
制
度
を
導
入
し
、
定
年
後
に
有
期
労
働
契
約
に
よ
っ
て
引
き
続
き
雇
用
す

る
際
は
、
原
則
六
十
五
歳
ま
で
は
契
約
更
新
が
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
の
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
趣
旨
に
沿
っ
た
適
切
な

雇
用
管
理
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
旨
の
周
知
徹
底
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
違
反
事
業
主
に
対
す
る
指
導
等
を
通
じ
て
制

度
の
適
正
な
運
用
確
保
に
努
め
る
こ
と
。
そ
の
上
で
、
本
法
の
特
例
の
対
象
と
な
る
定
年
後
に
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
る
有
期

雇
用
労
働
者
の
雇
用
管
理
に
つ
い
て
は
、
六
十
五
歳
以
降
に
お
い
て
も
そ
の
雇
用
が
継
続
で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
る
よ

う
、
認
定
事
業
主
に
対
し
て
必
要
な
指
導
等
を
行
う
こ
と
。

八
、
雇
用
労
働
政
策
の
決
定
や
法
律
の
制
定
改
廃
に
当
た
っ
て
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
三
者
構
成
原
則
の
趣
旨
を
十
分
に
踏
ま
え
、
公

労
使
の
三
者
で
構
成
さ
れ
る
労
働
政
策
審
議
会
に
お
い
て
十
分
な
時
間
を
掛
け
た
議
論
を
積
み
重
ね
る
と
い
う
原
則
を
変
更

し
な
い
こ
と
。



右
決
議
す
る
。


